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1．甲状腺・副甲状腺

117　　　慢性甲状腺炎における2°IT　l－Chloride

シンチグラフイーの有用性について
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　　2°‘Tl－Chlorideは現在心筋スキヤン製剤、或

いは腫瘍スキヤン製剤として広く利用されているが、

甲状腺シンチグラフイーにも応用され、その有用性に

関する報告も多い。我々は慢性甲状腺炎患者に2°，Tl－

一　Ch　10rideシンチグラフイーを施行し、その有用

性について検討を加えたので報告する、対象：昭和

52年1月から昭和53年4月まで当院甲状腺外来を
訪れた慢性甲状腺炎患者50例で、男性4人、女性

46人、年令は10～65才の範囲である。尚診断は
橋本氏病研究班の診断基準に従い、37例は組織診断

を行つた．方法：　2°‘Tl－Chloride　2mciを静

注し、20～30分後Nuclea　Chicago　Pho－
Gamma　HP　scinti　cameraでピンホール
コリメーターを使用し、10×10‘カウントで撮影し

た評ネルギーピーク80keVウインドー幅20％
である，，上記症例の大部分は1週間のヨード制限後

　’3’1一甲状腺シンチグラフイーを行い比較検討した。

結果：慢性甲状腺炎の　2°‘Tl－Chloride甲状腺シ

ンチグラム所見を下記の4群に分類した。1群：バツ

クグラウンドが強く画像が不明なもの、‖群：甲状腺

への集積はみられるがバックグラウンドが強く画像が

不鮮明なもの、皿群：辺縁が不鮮明でやS画像の悪い

もの、W群：画像が鮮明なもの、である。これらの群

に属する例は1群5例、fi群5例、皿群14例、　rv群
18例であり皿、W群に属し甲状腺の形態を把握する

ために有用であつた例は約76％であつた。‘311によ
る甲状腺シンチグラムは慢性甲状腺炎においてビマン

性腫大として良好に描出される例は少くいわゆるマダ

ラ像変形、欠損として描出されるもの、或いはほと

んど画像の得られないものが72％を占めており、全

体の形態を把握する目的には　2°tTl－Chlorideが

優れているように思われた。又、，3’1一甲状腺シンチ

グラムにおいて上記の画像がほとんど得られない、マ

ダラ像欠損、変形像などの所見を示したにもかかわ
らず、2°‘Tl－Chlorideシンチグラムで良好な甲

状腺シンチグラムを得られた例が両者のシンチグラフ

イーを行つた56％にみられた。結論：　2°‘Tl－

Chlorideによる甲状腺シンチグラフイーは慢性甲

状腺炎において良い画像の得られる例が多く、門一

シンチグラフイーと併用する事により慢性甲状腺炎の病

態をより詳しく把握できると考えた。

118　　　慢性甲状腺炎の2°’Tl甲状腺シンチグラフィー
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　病理組織診断の確定した慢性甲状腺炎7例の2°▲T1

甲状腺シンチグラフィーを検討した。

　2°’T12mCi静注、10分後に甲状腺シンチグラフイ

を行つた。7例の’a’　1又はnSIによる甲状腺シンチグ

ラフィでは全例cotd又はwarm　areaが認められた。
2°’

Tlによる甲状腺シンチグラフィでは、これらの

cold又はwarm　areaに全例正常部と同程度の2°’Ti

の集積を認めた。7例甲サイログロブリン抗体は2例

陰性で、マイクロゾーム抗体は1例陰性であつた。こ
のうち1例は両者とも陰性であつた。2°tTl甲状腺シ

ンチグラフィは、慢性甲状腺炎の診断に有用な方法と

なるであろうと考えられた。
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